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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵盤部が設けられた楽器ケースと、
　前記楽器ケースの上部に配置され、前記鍵盤部の鍵配列方向における一端部側を支点と
して回転させることによって開閉動作させる天板と、
　前記楽器ケースの上側かつ前記天板の下側に配置され、前記鍵盤部の鍵配列方向におけ
る他端部側を支点として回転させることによって、開かれた前記天板を支持する支持部材
と、
　前記天板側に設けられ、一対のガイド部を有する連動部材と、
　を備え、
　前記支持部材は、一端部側に支持突起を有し、
　前記連動部材の前記一対のガイド部は、前記天板の開閉動作に応じて前記支持突起の両
端部をガイドすることを特徴とする鍵盤楽器。
【請求項２】
　請求項１に記載の鍵盤楽器において、前記天板を開いて前記支持部材を回転させた際に
、前記支持部材を位置規制する位置規制部を備えていることを特徴とする鍵盤楽器。
【請求項３】
　請求項２に記載の鍵盤楽器において、前記支持部材が前記位置規制部によって位置規制
された状態で、前記天板を更に押し上げて開くことにより、前記位置規制部による前記支
持部材の位置規制を解除する解除機構を備えていることを特徴とする鍵盤楽器。
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【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載の鍵盤楽器において、前記天板を閉じる際に、前
記天板の閉動作を制動する制動装置を備えていることを特徴とする鍵盤楽器。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載の鍵盤楽器において、前記天板の背面側に位置す
る端部に回転可能に取り付けられ、前記天板を開いた状態で任意の傾斜角度に保持される
反響板を備えていることを特徴とする鍵盤楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子ピアノや電子オルガンなどの鍵盤楽器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電子ピアノなどの鍵盤楽器においては、特許文献１に記載されているように、
鍵盤部が設けられた楽器ケースの上部に、天板を開閉可能に取り付け、楽器ケースの前側
に位置する天板の前端部を持ち上げて、天板を前上がりに傾斜させた状態で起立させるこ
とにより、楽器ケース内に設けられたスピーカの音を演奏者側に向けて放音させるように
するように構成されたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０９－１６０５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような鍵盤楽器では、コンサートなどで天板を開いて演奏する際に
、天板が前上がりに傾斜した状態で楽器ケース上に起立するため、天板が常に演奏者側を
向いて開くことになり、演奏音を演奏者に向けて放音させることができても、お客側に演
奏音を良好に放音させることができないという問題がある。
【０００５】
　この発明が解決しようとする課題は、天板の開閉操作性が良く、楽器ケースの前後方向
に演奏音を良好に放音させることができる鍵盤楽器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の一態様は、鍵盤部が設けられた楽器ケースと、前記楽器ケースの上部に配置
され、前記鍵盤部の鍵配列方向における一端部側を支点として回転させることによって開
閉動作させる天板と、前記楽器ケースの上側かつ前記天板の下側に配置され、前記鍵盤部
の鍵配列方向における他端部側を支点として回転させることによって、開かれた前記天板
を支持する支持部材と、前記天板側に設けられ、一対のガイド部を有する連動部材と、を
備え、前記支持部材は、一端部側に支持突起を有し、前記連動部材の前記一対のガイド部
は、前記天板の開閉動作に応じて前記支持突起の両端部をガイドすることを特徴とする鍵
盤楽器である。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、天板の開閉操作性が良い鍵盤楽器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明を適用した鍵盤楽器の第１実施形態を示した斜視図である。
【図２】図１に示された鍵盤楽器のＡ－Ａ矢視における天板支持機構を示した要部の拡大
断面図である。
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【図３】図２に示された天板支持機構におけるＡ部を示した拡大斜視図である。
【図４】図１に示された鍵盤楽器の制動装置を示し、（ａ）は天板が開いた状態のときの
制動装置を示した拡大断面図、（ｂ）は天板が閉じた状態のときの制動装置を示した拡大
断面図である。
【図５】図３に示された第１実施形態における天板支持機構の第１変形例を示した要部の
拡大斜視図である。
【図６】図３に示された第１実施形態における天板支持機構の第２変形例を示した要部の
拡大斜視図である。
【図７】この発明を適用した鍵盤楽器の第２実施形態における天板支持機構を示した要部
の拡大断面図である。
【図８】この発明を適用した鍵盤楽器の第３実施形態を示した斜視図である。
【図９】図８に示された鍵盤楽器の側面図である。
【図１０】図８に示された鍵盤楽器の制動装置を示した要部の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（第１実施形態）
　以下、図１～図４を参照して、この発明を適用した鍵盤楽器の第１実施形態について説
明する。
　この鍵盤楽器は、図１に示すように、楽器ケース１を備えている。この楽器ケース１は
、前部側が低く、後部側が少し高い横長のほぼ箱形状に形成されている。この楽器ケース
１の前部には、複数の鍵（図示せず）が配列された鍵盤部２を覆う鍵盤蓋３が開閉可能に
設けられている。この鍵盤蓋３の後部側に位置する楽器ケース１上には、天板４が開閉可
能に配置されている。
【００１０】
　天板４は、図１に示すように、楽器ケース１の後部側の上端部に配置され、この状態で
鍵盤部２の鍵配列方向における一端部（図１では左端部）が蝶番（図示せず）によって取
り付けられている。これにより、天板４は、鍵盤部２の鍵配列方向における一端部を支点
５として、上下方向に回転するように構成されている。
【００１１】
　この楽器ケース１の後部側の内部には、図１および図２に示すように、棚板６が天板４
よりも低い位置に設けられている。これにより、楽器ケース１の後部側の内部には、天板
４と棚板６との間に収納空間が形成されている。この場合、鍵盤部２の鍵配列方向におけ
る棚板６の両側部には、放音ネット７が楽器ケース１内に設けられたスピーカ（図示せず
）にそれぞれ対応して設けられている。
【００１２】
　また、棚板６の中間部には、図１に示すように、譜面を立てる譜面台８が起立横倒可能
に設けられている。この譜面台８は、その下端部がヒンジ部（図示せず）によって回転可
能に取り付けられ、このヒンジ部を中心に回転して起立した際に、天板６の前側に配置さ
れるように構成されている。また、この譜面台８は、ヒンジ部を中心に回転して横倒した
際に、天板４と棚板６との間の収納空間内に配置されるように構成されている。
【００１３】
　ところで、この楽器ケース１には、図１および図２に示すように、天板４を楽器ケース
１上に傾けて起立させる天板支持機構１０が設けられている。この天板支持機構１０は、
天板４の下側に位置する楽器ケース１の棚板６に起立横倒可能に設けられた支持部材１１
と、天板４の支点５を中心に天板４を回転させて開閉する際に、天板４の開閉動作に連動
して支持部材１１を起立横倒させる連動部材１２とを備えている。
【００１４】
　支持部材１１は、図１～図３に示すように、一端部（図１では下端部）が楽器ケース１
の棚板６に回転可能に取り付けられた支持本体部１３と、この支持本体部１３の他端部（
図１では上端部）に鍵盤部２の鍵配列方向と直交する楽器ケース１の前後方向に突出して



(4) JP 6311958 B2 2018.4.18

10

20

30

40

50

設けられた支持突起１４とを有している。
【００１５】
　支持本体部１３は、図１に示すように、一端部である下端部が幅広に形成され、他端部
である上端部が幅狭に形成された細長い台形状に形成されている。この支持本体部１３は
、天板４の支点５と反対側に位置する楽器ケース１の棚板６上に配置されている。また、
この支持本体部１３は、図２に示すように、その一端部である下端部がヒンジ部１３ａに
よって楽器ケース１の棚板６に起立横倒可能に取り付けられている。
【００１６】
　これにより、支持本体部１３は、図２に実線で示すように、ヒンジ部１３ａを中心に回
転して起立した際に、その他端部である上端部が楽器ケース１の上方に突出するように構
成されている。また、この支持本体部１３は、図２に２点鎖線で示すように、ヒンジ部１
３ａを中心に回転して横倒した際に、天板４と棚板６との間の収納空間内に配置されるよ
うに構成されている。支持突起１４は、図３に示すように、支持本体部１３の他端部であ
る上端部に取り付けられた軸部材であり、その両端部が楽器ケース１の前後方向に突出す
るように構成されている。
【００１７】
　一方、連動部材１２は、図２および図３に示すように、支持突起１４の両端部を保持し
た状態で、天板４の下面に設けられ、天板４の開閉動作に応じて支持突起１４の両端部を
鍵盤部２の鍵配列方向に沿ってガイドする一対のガイド部１５を有している。このガイド
部１５は、帯状板の両端部を上側に向けて折り曲げ、この折り曲げられた各上端部を更に
天板４の下面に沿って互いに反対方向に向けて折り曲げた形状に形成されている。
【００１８】
　また、一対のガイド部１５は、図２および図３に示すように、支持本体部１３の上端部
側における前後方向の長さよりも少し広い間隔を置いて、互いに平行な状態で各両端部が
天板４の下面に取り付けられている。これにより、一対のガイド部１５は、天板４の下面
との間に支持突起１４の両端部が移動可能に挿入するガイド部を形成するように構成され
ている。
【００１９】
　また、一対のガイド部１５は、図２に示すように、天板４の開閉動作に応じて徐々に傾
きが変化しながら上下方向に変位することにより、支持突起１４の両端部を上下方向に移
動させながら鍵盤部２の鍵盤配列方向に沿って移動させるように構成されている。
【００２０】
　これにより、天板支持機構１０は、図２に２点鎖線で示すように、天板４が閉じて楽器
ケース１上に配置された際に、連動部材１２の一対のガイド部１５が楽器ケース１の棚板
６に最も接近するように構成されている。このため、天板支持機構１０は、支持突起１４
の両端部が棚板６に最も接近すると共に、一対のガイド部１５における天板４の支点５側
の端部（図２では左端部）に最も接近し、支持本体部１３がヒンジ部１３ａを中心に反時
計回りに回転して横倒するように構成されている。
【００２１】
　また、この天板支持機構１０は、図２に実線で示すように、天板４が楽器ケース１上に
傾斜して起立する際に、連動部材１２の一対のガイド部１５が楽器ケース１の棚板６から
上方に向けて傾きながら変位するように構成されている。このため、天板支持機構１０は
、支持突起１４の両端部が一対のガイド部１５によって徐々に上方に移動すると共に、一
対のガイド部１５における天板４の支点５と反対側の端部（図２では右端部）に向けて移
動し、支持本体部１３がヒンジ部１３ａを中心に時計回りに回転して徐々に起立するよう
に構成されている。
【００２２】
　これにより、天板支持機構１０は、図２に実線で示すように、天板４が楽器ケース１上
に最も傾斜して起立した際に、連動部材１２の一対のガイド部１５が楽器ケース１の棚板
６から上方に最も離れるように構成されている。このため、天板支持機構１０は、支持突
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起１４の両端部が一対のガイド部１５によって最も上方に移動すると共に、一対のガイド
部１５における天板４の支点５と反対側の端部（図２では右端部）に最も接近して支持本
体部１３が起立し、この状態で支持突起１４の上端部が天板４の下面に当接して天板４を
楽器ケース１上に支持するように構成されている。
【００２３】
　また、この天板支持機構１０は、図２に示すように、楽器ケース１上に起立した状態の
天板４を閉じる際に、天板４を一度持ち上げて支持突起１４の上端部を天板４の下面から
離し、この状態で天板４を下げると、支持突起１４の両端部が天板４の下面または一対の
ガイド部１５に沿って移動しながら天板４が徐々に押し下げられるように構成されている
。
【００２４】
　このため、この天板支持機構１０は、図２に示すように、支持突起１４の両端部が天板
４の下面または一対のガイド部１５によって徐々に下方に移動すると共に、一対のガイド
部１５における天板４の支点５側の端部（図２では左端部）に向けて移動することにより
、支持本体部１３がヒンジ部１３ａを中心に反時計回りに回転して横倒するように構成さ
れている。
【００２５】
　さらに、この楽器ケース１には、図１に示すように、天板４を閉じる際に、天板４の閉
動作を制動する制動装置１６が設けられている。この制動装置１６は、図４（ａ）および
図４（ｂ）に示すように、ダンパー部材１７と連結アーム１８とを備えている。ダンパー
部材１７は、棚板６の下面に設けられた取付部６ａに支持軸１７ａによって回転可能に取
り付けられている。
【００２６】
　このダンパー部材１７は、図４（ａ）および図４（ｂ）に示すように、支持軸１７ａを
中心に時計回りに回転する際に、回転トルクが付与されて回転力（回転動作）が重くなり
、また反時計回りに回転する際に、回転トルクが付与されずに回転力（回転動作）が重く
ならないように構成されている。連結アーム１８は、その上端部が天板４の下面に回転可
能に取り付けられ、下端部が棚板６の長孔６ｂを通してダンパー部材１７の連結突起部１
７ｂに回転可能に取り付けられている。
【００２７】
　これにより、制動装置１６は、図４（ａ）に示すように、天板４が開いて楽器ケース１
上に傾いて起立した状態のときに、ダンパー部材１７が支持軸１７ａを中心に反時計回り
に回転して、連結突起部１７ｂが棚板６の長孔６ｂから上方に突出し、この突出した連結
突起部１７ｂによって連結アーム１８が天板４を押し上げるように構成されている。
【００２８】
　また、この制動装置１６は、図４（ｂ）に示すように、天板４が楽器ケース１上に配置
された状態で閉じる際に、連結アーム１８がダンパー部材１７の連結突起部１７ｂを押し
下げると、ダンパー部材１７が支持軸１７ａを中心に時計回りに回転し、ダンパー部材１
７に回転トルクが付与されて、ダンパー部材１７の回転動作が重くなることにより、連結
アーム１８を介して天板４の押し下げ速度を遅くし、天板４が急激に閉じないように構成
されている。
【００２９】
　次に、このような鍵盤楽器の作用について説明する。
　この鍵盤楽器で演奏する際に、天板４を開く場合には、天板４の支点５と反対側に位置
する天板４の端部を天板４の重量に抗して持ち上げれば良い。すると、天板４が支点５を
中心に回転しながら、支点５と反対側に位置する天板４の端部が持ち上げられる。このと
きには、天板支持機構１０の連動部材１２における一対のガイド部１５が天板４と共に楽
器ケース１の棚板６から上方に向けて傾きながら変位する。
【００３０】
　すると、天板支持機構１０の支持部材１１における支持突起１４の両端部が一対のガイ
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ド部１５によって徐々に上方に引き上げられると共に、一対のガイド部１５に沿って移動
する。これにより、支持突起１４の両端部が一対のガイド部１５における天板４の支点５
と反対側の端部（図２では右端部）に向けて移動する。このため、支持本体部１３がヒン
ジ部１３ａを中心に時計回りに回転して徐々に起立する。
【００３１】
　そして、連動部材１２の一対のガイド部１５が楽器ケース１の棚板６から上方に最も離
れると、支持突起１４の両端部が一対のガイド部１５によって最も上方に移動すると共に
、一対のガイド部１５における天板４の支点５と反対側の端部（図２では右端部）に最も
接近する。これにより、支持本体部１３が最も傾いた状態で起立し、この起立した支持本
体部１３の上端部が天板４の下面に当接することにより、この支持本体部１３によって天
板４が楽器ケース１上に支持される。
【００３２】
　このように天板４が開く際には、制動装置１６の連結アーム１８が天板４と共に引き上
げられ、この連結アーム１８によってダンパー部材１７の連結突起部１７ｂが支持軸１７
ａを中心に反時計回り回転移動する。これに伴って、ダンパー部材１７が支持軸１７ａを
中心に反時計回りに回転する。このときには、ダンパー部材１７に回転トルクが付与され
ず、ダンパー部材１７の回転動作が重くならないため、天板４が容易に回転して楽器ケー
ス１上に傾いて起立される。
【００３３】
　このように天板４が開いた状態では、譜面台８を天板４の前側に起立させることができ
る。また、鍵盤蓋３を開いて鍵盤部２を開放させることにより、鍵盤部２を押鍵操作して
演奏をすることができる。このように演奏をすると、スピーカ（図示せず）で楽音が放音
され、この放音された楽音が放音ネット７から楽器ケース１の上方に放音される。この放
音された楽音は、天板４で反響されて楽器ケース１の前後方向および楽器ケース１の一方
の側方に放音される。これにより、演奏音が良好に放音される。
【００３４】
　一方、天板４を閉じる際には、譜面台８を楽器ケース１の棚板６上に横倒させる。この
状態で、天板４を一度持ち上げて支持本体部１３の上端部を天板４の下面から離す。する
と、支持本体部１３がヒンジ部１３ａを中心に回転して倒れる方向に傾く。この状態で、
天板４を徐々に押し下げると、支持突起１４の両端部が天板４の下面によって徐々に下方
に移動すると共に、一対のガイド部１５における天板４の支点５側の端部（図２では左端
部）に向けて移動する。これにより、支持本体部１３がヒンジ部１３ａを中心に反時計回
りに回転して横倒し、天板４が楽器ケース１上に配置される。
【００３５】
　このように、天板４が閉じる際には、制動装置１６の連結アーム１８がダンパー部材１
７の連結突起部１７ｂを押し下げる。このときには、ダンパー部材１７が支持軸１７ａを
中心に時計回りに回転するので、ダンパー部材１７に回転トルクが付与されて、ダンパー
部材１７の回転動作が重くなる。このため、連結アーム１８を介して天板４の押し下げ速
度が遅くなり、天板４が急激に閉じないように制動される。これにより、天板４を安全に
閉じることができる。
【００３６】
　このように、この鍵盤楽器によれば、鍵盤部２が設けられた楽器ケース１と、鍵盤部２
の後側に位置する楽器ケース１上に配置され、鍵盤部２の鍵配列方向における一端部を支
点５として、上下方向に回転して開閉する天板４と、この天板４の下側に位置する楽器ケ
ース１の個所に起立横倒可能に設けられた支持部材１１、および天板４の開閉動作に連動
して支持部材１１を起立横倒させる連動部材１２を有する天板支持機構１０と、を備えて
いるので、天板４の開閉操作性が良く、楽器ケース１の前後方向に演奏音を良好に放音さ
せることができる。
【００３７】
　すなわち、この鍵盤楽器では、天板４の一端部を支点５として、天板４を楽器ケース１
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上に傾けて開くことができるので、楽器ケース１の前後方向に演奏音を良好に放音させる
ことができる。また、天板４を開閉する際に、天板支持機構１０の連動部材１２によって
支持部材１１を自動的に起立横倒させることができるので、天板４の開閉操作性が良く、
かつ天板支持機構１０の支持部材１１と連動部材１２とによって、天板４が横振れするの
を防ぐことができると共に、天板４を楽器ケース１上に傾けて開いた状態で確実に支持す
ることができる。
【００３８】
　この場合、支持部材１１は、一端部が楽器ケース１に回転可能に取り付けられた支持本
体部１３と、この支持本体部１３の他端部に鍵盤部２の鍵配列方向と直交する方向に突出
して設けられた支持突起１４とを有し、連動部材１２は、支持突起１４の両端部を保持し
た状態で天板４の下面に設けられ、天板４の開閉動作に応じて支持突起１４の両端部を鍵
盤部２の鍵配列方向に沿ってガイドする一対のガイド部１５を有しているので、天板４の
横振れを確実に防ぐことができると共に、天板４の開閉動作に応じて天板支持部材１１を
自動的に起立横倒させることができる。
【００３９】
　すなわち、この天板支持機構１０では、天板４が楽器ケース１上に傾斜して起立する際
に、連動部材１２の一対のガイド部１５が楽器ケース１の棚板６から上方に向けて傾きな
がら変位することにより、支持突起１４の両端部を一対のガイド部１５によって徐々に上
方に移動させることができるので、ヒンジ部１３ａを中心に支持本体部１３を時計回りに
回転させて自動的に起立させることができる。
【００４０】
　また、この天板支持機構１０では、楽器ケース１上に起立した状態の天板４を閉じる際
に、天板４を一度持ち上げて支持本体部１３の上端部を天板４の下面から離すことにより
、支持突起１４の両端部を一対のガイド部１５に沿って移動させながら天板４を押し下げ
ることにより、支持突起１４の両端部を一対のガイド部１５によって徐々に下方に移動さ
せることができるので、ヒンジ部１３ａを中心に支持本体部１３を反時計回りに回転させ
て自動的に横倒させることができる。
【００４１】
　さらに、この鍵盤楽器では、天板４を閉じる際に、天板４の閉動作を制動する制動装置
１６を備えていることにより、天板４を閉じる際に、制動装置１６によって天板４の押し
下げ速度を遅くし、天板４が急激に閉じないように制動することができ、これにより天板
４を安全に閉じることができる。
【００４２】
　すなわち、この制動装置１６は、ダンパー部材１７と連結アーム１８とを備え、天板４
を閉じる際に、連結アーム１８によってダンパー部材１７が支持軸１７ａを中心に時計回
りに回転することにより、ダンパー部材１７に回転トルクが付与されて、ダンパー部材１
７の回転動作を重くする構成であるから、天板４を閉じる際に、天板４の押し下げ速度を
遅くし、天板４が急激に閉じないように、確実にかつ良好に制動することができる。
【００４３】
　なお、上述した第１実施形態では、天板支持機構１０の支持部材１１における支持突起
１４の両端部が連動部材１２の一対のガイド部１５上を摺動するように構成した場合につ
いて述べたが、これに限らず、例えば図５に示す第１変形例のように、支持突起１４の両
端部にそれぞれローラ２０を回転自在に設け、これらローラ２０が連動部材１２の一対の
ガイド部１５上を転動するように構成しても良い。
【００４４】
　このような第１変形例では、天板４を開閉する際に、支持突起１４の各ローラ２０が一
対のガイド部１５上を転動することにより、支持突起１４を一対のガイド部１５に沿って
円滑に移動させることができ、これにより支持本体部１３を円滑にかつ良好に起立横倒さ
せることができる。
【００４５】
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　また、このような第１変形例に限らず、例えば図６に示す第２変形例のように、支持突
起１４の両端部にそれぞれピニオンギア２１を回転自在に設けると共に、一対のガイド部
１５上にそれぞれピニオンギア２１が噛み合って転動するラックギア２２を設けた構成で
あっても良い。
【００４６】
　このように構成すれば、第１変形例と同様、支持突起１４を一対のガイド部１５に沿っ
て円滑に移動させることができるほか、支持突起１４の両端部の各ピニオンギア２１が一
対のガイド部１５の各ラックギア２２に噛み合って転動するので、一対のガイド部１５に
対する各ピニオンギア２１の転動位置を同期させることができ、これにより支持突起１４
のねじれを防ぐことができるので、より一層、支持突起１４を一対のガイド部１５に沿っ
て円滑にかつ良好に移動させることができる。
【００４７】
（第２実施形態）
　次に、図７を参照して、この発明を適用した鍵盤楽器の第２実施形態について説明する
。なお、図１～図４に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説明する。
　この鍵盤楽器は、図７に示すように、支持部材１１を位置規制する位置規制部２５と、
支持部材１１の位置規制を解除する解除機構２６と、を備えた構成であり、これ以外は第
１実施形態とほぼ同じ構成になっている。
【００４８】
　位置規制部２５は、図７に示すように、連動部材１２の一対のガイド部１５の間に位置
する天板４の下面に設けられた逆山形状の突起部である。この位置規制部２５は、天板４
を開いて支持部材１１の支持本体部１３を起立させた際に、支持本体部１３の上端部が当
接して、支持本体部１３の横倒方向への回転を阻止することにより、支持本体部１３を位
置規制するように構成されている。
【００４９】
　すなわち、この位置規制部２５は、図７に示すように、天板４の支点５側（図７では左
側）が緩やかな斜面２５ａに形成され、天板４の支点５と反対側（図７では右側）が急な
斜面２５ｂに形成され、これら斜面２５ａ、２５ｂの頂点である下端部２５ｃと一対のガ
イド部１５との間が支持部材１１の上端部の外径よりも少し大きく形成された構成になっ
ている。
【００５０】
　これにより、位置規制部２５は、図７に示すように、天板４を開いて支持部材１１の支
持本体部１３を起立させる際に、支持部材１１の支持突起１４の両端部が連動部材１２の
一対のガイド部１５上を移動することにより、支持本体部１３の上端部が２つの斜面２５
ａ、２５ｂの頂点である下端部２５ｃと一対のガイド部１５との間を通り抜けるように構
成されている。
【００５１】
　また、この位置規制部２５は、図７に示すように、天板４を開いて支持部材１１の支持
本体部１３を起立させた際に、天板４が自重で下がり、支持本体部１３の上端部が天板４
の下面に当接した状態で位置規制部２５の急な斜面２５ｂに当接して、支持本体部１３の
横倒方向への回転を阻止することにより、支持本体部１３を位置規制するように構成され
ている。
【００５２】
　一方、解除機構２６は、図７に示すように、位置規制部２５による支持部材１１の位置
規制を解除するばね部材２７を備えている。このばね部材２７は、コイルばねであり、一
端部が支持部材１１の支持本体部１３に取り付けられ、他端部が棚板６に取り付けられ、
この状態で支持本体部１３を横倒方向に付勢するように構成されている。
【００５３】
　この解除機構２６は、図７に示すように、位置規制部２５による支持部材１１の位置規
制を解除する際に、天板４を開く方向に持ち上げて、位置規制部２５を上方に移動させる
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ことにより、支持本体部１３の上端部を位置規制部２５の急な斜面２５ｂから下側に離脱
させ、この状態でばね部材２７のばね力によってヒンジ部１３ａを中心に支持本体部１３
を回転させて、支持本体部１３を横倒させるように構成されている。
【００５４】
　次に、このような鍵盤楽器の作用について説明する。
　この鍵盤楽器において天板４を開いて楽器ケース１上に起立させる際には、第１実施形
態と同様、天板４の支点５と反対側に位置する天板４の端部を持ち上げる。すると、天板
支持機構１０の連動部材１２における一対のガイド部１５が天板４と共に楽器ケース１の
棚板６から上方に向けて傾きながら移動する。
【００５５】
　このときには、天板支持機構１０の支持部材１１における支持突起１４の両端部が一対
のガイド部１５によって徐々に上方に引き上げられると共に、一対のガイド部１５に沿っ
て移動する。これにより、支持突起１４の両端部が一対のガイド部１５における天板４の
支点５と反対側の端部（図７では右端部）に向けて移動する。このため、支持本体部１３
がヒンジ部１３ａを中心に時計回りに回転して徐々に起立する。
【００５６】
　そして、支持本体部１３の上端部が位置規制部２５の２つの斜面２５ａ、２５ｂの頂点
である下端部２５ｃと一対のガイド部１５との間を通り抜けると、支持本体部１３の上端
部が位置規制部２５の急な斜面２５ｂに対応する。この状態で、天板４を下げると、支持
本体部１３の上端部が天板４の下面に当接すると共に位置規制部２５の急な斜面２５ｂに
当接する。これにより、支持本体部１３が横倒しないように位置規制部２５によって位置
規制される。
【００５７】
　また、天板４を閉じる際には、天板４を開く方向に少し持ち上げる。すると、位置規制
部２５が上方に移動し、支持本体部１３の上端部が位置規制部２５の急な斜面２５ｂから
下側に離脱する。このときに、解除機構２６のばね部材２７のばね力によって支持本体部
１３がヒンジ部１３ａを中心に回転し、支持本体部１３の上端部が位置規制部２５の２つ
の斜面２５ａ、２５ｂの頂点である下端部２５ｃと一対のガイド部１５との間を通り抜け
る。
【００５８】
　これにより、支持本体部１３が横倒を開始し、天板４が徐々に押し下げられると、支持
本体部１３の上端部が位置規制部２５の緩やかな斜面２５ａに沿って移動し、支持本体部
１３の上端部が位置規制部２５から離れる。この後は、第１実施形態と同様、支持突起１
４の両端部が徐々に下方に移動しながら一対のガイド部１５における天板４の支点５側の
端部（図２では左端部）に向けて移動する。これにより、支持本体部１３がヒンジ部１３
ａを中心に反時計回りに回転して横倒し、天板４が楽器ケース１上に配置される。
【００５９】
　このように、この鍵盤楽器によれば、第１実施形態と同様の作用効果があるほか、天板
４を開いて支持部材１１を起立させた際に、支持部材１１を位置規制する位置規制部２５
を備えていることにより、天板４を支持している支持本体部１３が倒れないように、位置
規制部２５によって確実に位置規制することができるので、楽器ケース１上に傾いて開い
た状態の天板４が不用意に閉じるのを確実に防ぐことができ、このため天板４を安定した
状態で開くことができると共に、安全性を確保することができる。
【００６０】
　すなわち、この位置規制部２５は、天板４の下面に設けられた逆山形状の突起部であり
、天板４の支点５側が緩やかな斜面２５ａに形成され、天板４の支点５と反対側が急な斜
面２５ｂに形成されていることにより、天板４を開いて支持部材１１の支持本体部１３が
起立した際に、支持本体部１３の上端部が天板４の下面と急な斜面２５ｂとに当接するこ
とにより、支持本体部１３の横倒方向への回転を阻止して、支持本体部１３を確実に位置
規制することができる。
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【００６１】
　また、この鍵盤楽器では、支持部材１１が位置規制部２５によって位置規制された状態
で、天板４を更に押し上げて開くことにより、位置規制部２５による支持部材１１の位置
規制を解除する解除機構２６を備えていることにより、天板４を閉じる際に、天板４を少
し持ち上げるだけの簡単な操作で、位置規制部２５による支持部材１１の位置規制を容易
に解除することができる。
【００６２】
　すなわち、この解除機構２６は、位置規制部２５による支持部材１１の位置規制を解除
するばね部材２７を備えていることにより、位置規制部２５による支持部材１１の位置規
制を解除する際に、天板４を開く方向に少し持ち上げて、位置規制部２５を上方に移動さ
せるだけで、支持本体部１３の上端部を位置規制部２５の急な斜面２５ｂから離脱させる
ことができ、このときにばね部材２７のばね力によってヒンジ部１３ａを中心に支持本体
部１３を回転させることができるので、支持本体部１３を円滑にかつ良好に横倒させるこ
とができる。
【００６３】
（第３実施形態）
　次に、図８～図１０を参照して、この発明を適用した鍵盤楽器の第３実施形態について
説明する。この場合にも、図１～図４に示された第１実施形態と同一部分に同一符号を付
して説明する。
　この鍵盤楽器は、図８に示すように、天板４に反響板３０を取り付けると共に、制動装
置３１が第１実施形態と異なる構成であり、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構成にな
っている。
【００６４】
　すなわち、反響板３０は、図８および図９に示すように、天板４の背面側の端部にヒン
ジ部３０ａによって回転可能に取り付けられている。このヒンジ部３０ａは、トルクヒン
ジであり、反響板３０を任意の回転角度で保持するように構成されている。これにより、
反響板３０は、天板４を開いた状態で、傾き角度を変えることにより、楽器ケース１の上
部から放音される楽音の反響方向を調整するように構成されている。
【００６５】
　例えば、この反響板３０は、図９に示すように、天板４を開いた状態でヒンジ部３０ａ
を中心に回転させて垂下させると、天板４の後部と楽器ケース１の後部との間を塞ぐこと
により、楽器ケース１の上部から放音される楽音を楽器ケース１の前側に向けて反響させ
るように構成されている。
【００６６】
　また、この反響板３０は、図９に示すように、天板４を開いた状態でヒンジ部３０ａを
中心に回転させてほぼ４５度の角度で傾斜させると、楽器ケース１の上部から放音される
楽音を楽器ケース１の前側と後側とに分散させて反響させるように構成されている。さら
に、この反響板３０は、ヒンジ部３０ａを中心に回転させてほぼ水平にすると、楽器ケー
ス１の上部から放音される楽音を楽器ケース１の後方に向けて反響させるように構成され
ている。
【００６７】
　一方、制動装置３１は、図８および図１０に示すように、シリンダ本体３２とシリンダ
ピストン３３とを有するシリンダダンパーであり、シリンダ本体３２の端部が楽器ケース
１の棚板６上に回転可能に取り付けられ、シリンダピストン３３の先端部が天板４の下面
に回転可能に取り付けられた構成になっている。
【００６８】
　これにより、この制動装置３１は、図１０に示すように、天板４が閉じて楽器ケース１
上に配置された際に、シリンダピストン３３がシリンダ本体３２内に押し込まれ、また天
板４が上方に傾いて起立した際に、図８に示すように、シリンダピストン３３がシリンダ
本体３２内から引き出されるように構成されている。
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【００６９】
　この場合、シリンダ本体３２には、シリンダピストン３３が引き出されるときに、シリ
ンダ本体３２内に空気を取り込み、シリンダピストン３３が押し込まれるときに、シリン
ダ本体３２内の空気の排出を制限する逆止弁（図示せず）が設けられている。これにより
、この制動装置３１は、逆止弁によってシリンダピストン３３がシリンダ本体３２内に押
し込まれるときに、シリンダピストン３３に負荷を付与してシリンダピストン３３の押込
み動作を制動するように構成されている。
【００７０】
　次に、このような鍵盤楽器の作用について説明する。
　この鍵盤楽器の天板４を開いて楽器ケース１上に傾斜させて起立させた状態で演奏する
際には、反響板３０のヒンジ部３０ａを中心に反響板３０を回転させて、反響板３０の傾
き角度を変えることにより、楽器ケース１の上部から放音される楽音の反響方向を調整す
ることができる。
【００７１】
　例えば、天板４を開いた状態で、反響板３０を回転させて垂下させると、天板４の後部
と楽器ケース１の後部との間が反響板３０で塞がれることにより、楽器ケース１の上部か
ら放音される楽音を反響板３０によって楽器ケース１の前側に向けて反響させることがで
きる。
【００７２】
　また、天板４を開いた状態で、反響板３０を回転させてほぼ４５度の角度で傾斜させる
と、楽器ケース１の上部から放音される楽音を反響板３０によって楽器ケース１の前側と
後側とに分散させて反響させることができる。さらに、天板４を開いた状態で、反響板３
０を回転させてほぼ水平にすると、楽器ケース１の上部から放音される楽音を反響板３０
によって楽器ケース１の後方に向けて反響させることができる。
【００７３】
　また、この鍵盤楽器において天板４を開いて楽器ケース１上に起立させる際には、第１
実施形態と同様、天板４の支点５と反対側に位置する天板４の端部を持ち上げると、天板
支持機構１０の支持部材１１が連動部材１２によって引き起こされて起立し、この起立し
た支持部材１１によって天板４が楽器ケース１上に傾斜した状態で支持される。
【００７４】
　このように天板４が開く際には、天板４の開動作に伴って制動装置３１のシリンダピス
トン３３がシリンダ本体３２から徐々に引き出される。このときには、逆止弁（図示せず
）によってシリンダ本体３２内に空気が流れ込むので、シリンダピストン３３に負荷が付
与されない。このため、シリンダピストン３３がシリンダ本体３２内から円滑に引き出さ
れるので、天板４が容易に回転して楽器ケース１上に起立する。
【００７５】
　また、天板４が閉じる際には、制動装置３１のシリンダピストン３３がシリンダ本体３
２内に徐々に押し込まれる。このときには、逆止弁（図示せず）によってシリンダ本体３
２内の空気の排出が制限されるため、シリンダ本体３２内に押し込まれるシリンダピスト
ン３３が空気を圧縮しながら押し込まれる。このため、シリンダピストン３３に空気圧に
よる負荷が付与されるので、天板４の押し下げ速度が遅くなり、天板４が急激に閉じない
ように制動される。これにより、天板４を安全に閉じることができる。
【００７６】
　このように、この鍵盤楽器によれば、第１実施形態と同様の作用効果があるほか、天板
４の後端部に回転可能に取り付けられ、天板４を開いた状態で任意の傾斜角度に保持され
る反響板３０を備えていることにより、反響板３０の傾き角度を変えることにより、楽器
ケース１の上部から放音される楽音の反響方向を調整することができる。
【００７７】
　すなわち、天板４を開いた状態で、反響板３０を回転させて垂下させると、天板４の後
部と楽器ケース１の後部との間が反響板３０で塞がれることにより、楽器ケース１の上部
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から放音される楽音を反響板３０によって楽器ケース１の前側に向けて反響させることが
できる。
【００７８】
　また、天板４を開いた状態で、反響板３０を回転させてほぼ４５度の角度で傾斜させる
と、楽器ケース１の上部から放音される楽音を反響板３０によって楽器ケース１の前側と
後側とに分散させて反響させることができる。さらに、天板４を開いた状態で、反響板３
０を回転させてほぼ水平にすると、楽器ケース１の上部から放音される楽音を反響板３０
によって楽器ケース１の後方に向けて反響させることができる。
【００７９】
　さらに、この鍵盤楽器では、天板４を閉じる際に、天板４の閉動作を制動する制動装置
３１を備えていることにより、第１実施形態と同様、天板４を閉じる際に、制動装置３１
によって天板４の押し下げ速度を遅くし、天板４が急激に閉じないように、良好に制動す
ることができるので、天板４を安全に閉じることができる。
【００８０】
　すなわち、この制動装置３１は、シリンダ本体３２とシリンダピストン３３と逆止弁（
図示せず）とを有するシリンダダンパーであることにより、天板４が閉じる際に制動装置
３１のシリンダピストン３３がシリンダ本体３２内に押し込まれ、このときに逆止弁によ
ってシリンダ本体３２内の空気の排出が制限されるので、シリンダ本体３２内で空気が圧
縮され、この圧縮された空気圧によって天板４の押し下げ速度を遅くすることができ、こ
れにより天板４が急激に閉じないように、良好に制動することができるので、天板４を安
全に閉じることができる。
【００８１】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００８２】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、鍵盤部が設けられた楽器ケースと、前記鍵盤部の後側に位置
する前記楽器ケース上に配置され、前記鍵盤部の鍵配列方向における一端部を支点として
、上下方向に回転して開閉する天板と、この天板の下側に位置する前記楽器ケースの個所
に起立横倒可能に設けられた支持部材、および前記天板の開閉動作に連動して前記支持部
材を起立横倒させる連動部材を有する天板支持機構と、を備えていることを特徴とする鍵
盤楽器である。
【００８３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の鍵盤楽器において、前記支持部材は、一端
部が前記楽器ケースに回転可能に取り付けられた支持本体部と、この支持本体部の他端部
に前記鍵盤部の鍵配列方向と直交する方向に突出して設けられた支持突起とを有し、前記
連動部材は、前記支持突起の両端部を保持した状態で前記天板の下面に設けられ、前記天
板の開閉動作に応じて前記支持突起の両端部を前記鍵盤部の鍵配列方向に沿ってガイドす
る一対のガイド部を有していることを特徴とする鍵盤楽器である。
【００８４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の鍵盤楽器において、前記天
板を開いて前記支持部材を起立させた際に、前記支持部材を位置規制する位置規制部を備
えていることを特徴とする鍵盤楽器である。
【００８５】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の鍵盤楽器において、前記支持部材が前記位
置規制部によって位置規制された状態で、前記天板を更に押し上げて開くことにより、前
記位置規制部による前記支持部材の位置規制を解除する解除機構を備えていることを特徴
とする鍵盤楽器である。
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【００８６】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載の鍵盤楽器において、
前記天板を閉じる際に、前記天板の閉動作を制動する制動装置を備えていることを特徴と
する鍵盤楽器である。
【００８７】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～請求項５のいずれかに記載の鍵盤楽器において、
前記天板の背面側に位置する端部に回転可能に取り付けられ、前記天板を開いた状態で任
意の傾斜角度に保持される反響板を備えていることを特徴とする鍵盤楽器である。
【符号の説明】
【００８８】
　１　楽器ケース
　２　鍵盤部
　４　天板
　５　支点
　６　棚板
　７　放音ネット
　１０　天板支持機構
　１１　支持部材
　１２　連動部材
　１３　支持本体部
　１３ａ、３０ａ　ヒンジ部
　１４　支持突起
　１５　一対のガイド部
　１６、３１　制動装置
　２５　位置規制部
　２６　解除機構
　２７　ばね部材
　３０　反響板
 



(14) JP 6311958 B2 2018.4.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 6311958 B2 2018.4.18

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(16) JP 6311958 B2 2018.4.18

【図９】 【図１０】



(17) JP 6311958 B2 2018.4.18

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭５３－１４７８２０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１１－３０５７６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１０Ｂ　　　３／００　　　　
              Ｇ１０Ｈ　　　１／３２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

